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午前九時〇〇分開議

○議長（谷重幸君） おはようございます。

ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これから本日の会議

を開きます。

本日の日程はお手元に配付のとおりです。

日程第１ 認定第１号 令和２年度美浜町一般会計歳入歳出決算認定についてを議題と

します。

細部説明及び質疑につきましては、ページ範囲を指定して行いたいと思います。

まず、歳入について。

第１款町税から第１３款使用料及び手数料について、細部説明を求めます。

決算書の９ページから１８ページまでです。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） おはようございます。

認定第１号 令和２年度美浜町一般会計歳入歳出決算認定についてご説明申し上げます。

令和２年度一般会計の決算規模は、歳入総額６３億４３，６４４，５１９円、歳出総額は

６１億２４，０４５，４７８円で、前年度と比較して、歳入では２２億１５，１９０，３７３

円、歳出は２２億３１，２６６，８９２円の大幅な増加となりました。主な要因は、ふる

さと納税寄附金が１０億円を超えたことに加え、特別定額給付金など国の新型コロナウイ

ルス対策事業等によるものでございます。歳入歳出差引残高は２億１９，５９９，０４１

円でございます。

以下、ここからは千円単位でご説明申し上げますのでご了承ください。

では、１ページから４ページの歳入につきましては、歳入予算額は６４億４９，２１３

千円に対し、収入額６３億４３，６４４千円で、予算に対する収入割合は９８．３６％で

ございます。調定額６３億７１，８１８千円に対する収入割合は９９．５６％でございま

す。

５ページから８ページの歳出につきましては、歳出予算額は６４億４９，２１３千円に

対し、支出額は６１億２４，０４５千円で、予算に対する支出割合は９４．９６％でござ

います。翌年度繰越額は２億１２，０３５千円、不用額は１億１３，１３３千円でござい

ます。

それでは、９ページから１８ページまでの歳入前半についてご説明申し上げます。

９ページ、町税の歳入総額は６億２７，９８７千円で、歳入総額に占める割合は９．９０％

でございます。なお、令和２年度不納欠損額として１４３件、５，２９３千円を欠損処分

いたしました。

地方譲与税の歳入額は２２，０６８千円で、地方揮発油譲与税５，４２２千円、自動車

重量譲与税１５，７８０千円、森林環境譲与税８６６千円でございます。歳入総額に占め

る割合は０．３５％でございます。

１１ページの利子割交付金の歳入額は１，１１５千円で、これは預貯金の利子等に課税
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される県民税利子割額に応じて配分されるものであり、歳入総額に占める割合は０．０２％

でございます。

配当割交付金の歳入額は４，３４６千円で、これは株式等の配当等に課税される県民税

配当割額に応じて配分されるものであり、歳入総額に占める割合は０．０７％でございま

す。

株式等譲渡所得割交付金の歳入額は４，９０９千円で、これは株式等の譲渡所得に課税

される県民税株式等譲渡所得割額に応じて配分されるものであり、歳入総額に占める割合

は０．０８％でございます。

法人事業税交付金は、令和２年度から新設された交付金で、歳入額は９３１千円、歳入

総額に占める割合は０．０１％でございます。

地方消費税交付金の歳入額は１億４５，８３０千円で、消費税のうち地方消費税分とし

て交付されるものであり、歳入総額に占める割合は２．３０％でございます。

１３ページの環境性能割交付金の歳入額は１，９５４千円で、歳入総額に占める割合は

０．０３％でございます。

地方特例交付金の歳入額は５，４６６千円で、前年度と比較して１５，７８０千円、

７４．２７％の減少でございます。要因は、昨年度、消費税率引上げと同時に実施された

保育料の無償化に伴う補塡財源として、子ども・子育て支援臨時交付金が交付されたこと

によるものでございます。歳入総額に占める割合は０．０９％でございます。

地方交付税の歳入額は１６億３８，６１５千円で、前年度と比較して９６，５４５千円、

６．２６％の増加でございます。内訳は、普通交付税１５億３，３４１千円、特別交付税

１億３５，２７４千円でございます。歳入総額に占める割合は２５．８３％でございます。

交通安全対策特別交付金の歳入額はゼロ円でございます。要因は、交付基準を満たさな

かったことによるものでございます。

分担金及び負担金の歳入額は５１，３００千円で、前年度と比較して９，２３４千円、

１５．２５％の減少でございます。分担金は小規模土砂災害対策事業で、負担金は老人福

祉負担金、放課後児童健全育成事業、学校給食費負担金などでございます。歳入総額に占

める割合は０．８１％でございます。

１５ページ、使用料及び手数料の歳入額は４０，６８９千円で、前年度と比較して

４，３２６千円、９．６１％の減少でございます。要因は、新型コロナウイルス感染対策

のため、キャンプ場を閉鎖したことによるものでございます。内訳の主なものは、使用料

では斎場使用料２，４０６千円、墓地管理料２，１３４千円、公営住宅使用料１２，７９０

千円、教育使用料１，０７５千円でございます。

１７ページの手数料は、窓口手数料、清掃手数料、狂犬病予防関係手数料などでござい

ます。使用料及び手数料の歳入総額に占める割合は０．６４％でございます。

以上で、９ページから１８ページまでの説明を終わります。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。
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○４番（北村龍二君） おはようございます。

１０ページ、お願いします。真ん中ぐらいに不納欠損額で４，０００千ぐらいのあるん

ですけれども、毎年１，０００千ぐらいというふうな欠損額が出ている。これは１個大き

いんですけれども、説明していたらごめんなさい、ちょっと内容をお願いします。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 北村議員にお答えいたします。

毎年少ない、１，０００千ぐらいという話なんですけれども、これはずっと以前から不

納欠損しているんですけれども、過去には１７，０００千とか、４，０００千、５，０００

千、ずっと５，０００千、６，０００千ペースで不納欠損してきたわけなんです。ただ、

ここ最近が少し少なかったということで、本来の額ぐらいまで不納欠損したということで

ございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 分かりました。すみません。最近はということだったんですね。

それと、今後、この辺の回収といいますか、この辺はいかがなもんでしょうかね。ちょ

っと少なくなってきたという流れから、またちょっと多なってきたと、今回ね、その辺の

ちょっとお答えいただきたいです。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 北村議員にお答えします。

回収はいかが、不納欠損の分なんですけれども、年々、人によって税額、年額が違いま

すので、大きくなったり小さくなったりするケースもございますし、また、亡くなられた

とかで不納欠損する要件が変わってきますので、多少の上下はすることになると思います。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 今の北村議員の関連でもあるんですが、じゃ、過去には１千万単位

で、数百万単位で、昨今少なくて、そういう前提のことを課長が答弁でおっしゃいました

けれども、ということは調定額が６億五千四百何がし、収入済額、町税の一番上のところ

で、６億５千何がしのうちで不納欠損が５，０００千強、収入未済が２１，０００千と、

この数字は妥当というふうに考えているわけですか、一般的な。ほんで、件数的にはほん

の僅かでしょうけれども、徴収率も下がってきていますよね、ここ一、二年。そのあたり

も踏まえて、この辺が妥当なのかと考えているのか、税務当局としてね、その辺お答え願

えますか。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 谷議員にお答えします。

不納欠損の額なんですけれども、これは私もあまり不納欠損したくないんです。精いっ

ぱい努力したんですけれども、ただ回収機構へ行ってきてまで、返ってきた分まで置いと
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くんかというふうな監査委員さんの意見等もございまして、回収機構でプロが２年間やっ

てきて取れなかったもんはちょっと難しいんじゃないかというふうな意向もされたんで、

その分については不納欠損しております。

それと、徴収率ですけれども、ここ数年少し停滞してたんですけれども、令和２年度は

少し上がったとは思うんですけれども。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 前提の大きな質問に答えていただいてない。だから、税務当局とし

て、この出ている数字、調定額、収入済額、不納欠損、収入未済と、この辺が妥当と判断

しているのかというのをお聞きしたと思うんですけれども。税務事務を進める立場の人と

して、その辺、妥当と判断しているのかを聞いたわけで、それもお答えいただきたい。

それと、今、税回収まで行って戻ってきた。それを取られへんから不納欠損は致し方な

いんだろうでしょうけど、やはり課税の公平性、負担の公平性、その辺をうちのこの事業

内容では担保されているという理解でいいんですか。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 妥当かと言われたら、当然税は１００％徴収できたら当然夢

というか、そうなんですけれども、ただ、残しておけば残しておくほど徴収率は下がって

いくものなんです、どうしても。取れないものを置いていったら徴収率が落ちるというん

で、徴収率を少しでも上げるためにはやっぱり駄目なものは駄目というふうに落としてい

かなあかんけれども、ただ、徴収につきましてはいろいろ、最近新たな徴収手段というか、

キャッシュレス決済とかコンビニとかいろいろ導入してから、少しでも納税していただけ

るようにというふうに努めているんですけれども、何分滞繰りの分ですので、少し難しい

面があるかなというふうには感じております。ただ、課員一同、頑張って徴収しておりま

すのでご理解ください。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 総論的には、今の課長の答弁というのは何も反対するところないん

ですけれども、ただ、徴収率を上げんがためとか、そういうふうな話は業務の進め方の中

では入れないでほしいというか、入れるべきではないんじゃないかなと。意見を言うとあ

れですけれども、いわゆる税というのはみんなのために課税されて、お金を払って、いろ

いろ日々、日常業務に邁進されて集められなかった、いろんな処理の結果が徴収率であっ

て、最初から率を云々というのは全く違うんじゃないかなと思うんですけれども、その点

はいかがですか。

○議長（谷重幸君） 税務課長。

○税務課長（谷輪亮文君） 徴収率は最後に結果として出るもんですけれども、我々とし

ましては、少しでも前年よりも取りたい取りたいという気がございます。それであまり徴

収率が落ちてきたら、それはまたそれで問題かなというふうには感じておりますので、少
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しでも納税いただけるように努力してまいる所存でございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） １６ページ、真ん中ぐらいの滞納繰越し分なんですけれども、保

育料の滞納繰越し分として１，０６６千円と。これは調べてみると、２８年ぐらいから

１，０００千ぐらいの、前後は浮き沈みはしているんですけれども、１，１００千であっ

たり、１，２００千であったりしているところなんですけれども、ずっと残っているなと

いう印象があるんですが、この辺はいかがでしょうか。

○議長（谷重幸君） 教育課長。

○教育課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。

平成２６年から平成２９年度分までで７名の園児の方、世帯数は４世帯でございます。

調定額で１，１０２，５００円、令和２年度の収入実績が３６千円ということでございま

す。なので、差引き１，０６６，５００円がまだ残っているという状況でございます。こ

の点につきましては、改めまして何らかの対処ができるのかどうかというところも含めま

して、今後検討していきたいと考えてございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） さっきの税とはまた違うかも分からないんですけれども、残って

いるということはお支払いされているという方もおられるということで、何とか回収して

いただければと思います。今後どうしていかれるかというのを、これからと言われてみれ

ばもうどうするんですかとは言えないんで、とにかく回収を目指していただければと思い

ます。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 一番最初に聞きたかったんですけれども、ここで聞いていいのかど

うかというのはちょっと難しいところがあるんですけれども、一般財源、その総額という

のは歳出で聞くんかな、歳入、歳出。

○議長（谷重幸君） いや、別にいいです。オーケーです。

○７番（谷進介君） いいですか、すみません。一般財源の総額をお示し願いたい。同時

に、その一般財源を、交付税算定項目外への充当項目とその内容金額はというのは聞きた

いんですけれども、歳出のところだというなら、後からお答えいただいても結構です。

その２点と、それと交通安全対策特別交付金、今回は交付基準が云々ということでゼロ

でしたが、この交付基準とはとか、また、なぜ超えられなかったのかとか、いつも６００

千のずっと計上だったように記憶はしておりますが、基準を超えなかったその対応として

は今後何か考えられているのか、そのあたりお願いいたします。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。
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まず、一般財源の総額についてでございます。こちらにつきましては、こちらの決算資

料がございます。そこの８ページのところになりますが、まず、歳入については、上段の

ほうに記載のほうをしております。その中で臨時と経常に分かれるわけなんですけれども、

歳入のほうの臨時の一般財源、ちょうど真ん中辺りになりますが、その一番下の合計金額

が１９億６５，９２３千円。一番右のところ、これが経常的な歳入の一般財源になりまし

て２３億９５，３１７千円、合わせますと、歳入のほうの一般財源が４３億６１，２４０

千円となります。

続きまして、歳出なんですけれども、歳出の部分につきましては下段の表になるんです

が、臨時的な一般財源が１９億１０，９２０千円、臨時的な一般財源につきましては２２

億３０，７２１千円ということで、トータルいたしますと４１億４１，６４１千円となり

ます。

続きまして、交通安全対策の特別交付金についてでございます。こちらの交付金につき

ましては、道路交通法の反則金の収入額から手数料を除いた額につきまして、過去２年間

の交通事故発生件数、人身事故の場合なんですけれども、それと人口に基づいて案分され

て交付のほうがされるものでございます。

当町の交通事故の発生件数につきましては、令和２年度で４件、令和元年度で５件、平

成３０年度で５件、平成２９年度で１１件といったところで、今回のこの交付金の対象外

といったところで、令和２年度、また昨年度、令和元年度、３０年度、２９年度につきま

しては交付金がなしといったところでございます。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 一般財源のほうは分かりました。

それで、特別交付金のほうですけれども、要はじゃ、事故が多くなかったら出ない。反

則金も多くなかったら出ない。その反則金の対象は、この美浜町内でということですか。

じゃ、その対応とかは一切ないわけですよね。向こうさんからの計算式で単に下りてくる

と。分かりました。今さらやな。ありがとうございます。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） １６ページ、すみません、一緒に言うたらよかったです、ごめん

なさい。真ん中からちょっと下、墓地の管理費というんですか、金額的には１３０千ほど

ということを書いているんですけれども、これは千円ぐらいのあたりにしたら、人数的な

ことにしたら、外に出ている人は金額が違うとかいろいろあるんでしょうけれど、これ回

収はどんなものですか。結構な人数、１３０千といったらなると思うんですけれども。

○議長（谷重幸君） 住民課長。

○住民課長（中西幸生君） お答えします。

墓地管理料につきましては、平成１４年度から徴収が始まりまして、それから、現状今、

滞納繰越し分が１３０千円ございます、件数でいきますと６９件なんですけれども。やは

り町内ではなくて、どちらかというと県外、美浜町から遠いところの方が名義をそのまま
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変えられないままとか、あと、郵便を送っても届かないという形で残っている形なんです

けれども、その対策としましては、お墓がありますので、その墓へチラシをちょっと置か

せていただいて、何らかの形で役場へ連絡いただけないかということで、いただいたとき

にはそういうご説明をしまして、もしかしたら管理者も変わっているか分かりませんけれ

ども、その方に事情を説明して、管理料をまた、未納分を納めていただくような努力はし

ております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 予想としては、今後どこかに住まれているとかなってきて、消息

不明という言葉はよくないかも分からないですけれども、そういう方が今後も、今よりも

また増える確率は高なってくるから、徴収不能、困難になってくることも多くなってくる

という理解でいいですかね。

○議長（谷重幸君） 住民課長。

○住民課長（中西幸生君） お答えします。

今、北村議員がおっしゃられたとおり、やはり管理者が変わってしまっているというこ

とで、今後もそういう形で増えていく可能性は十分考えられますので、我々、その辺対策

として先ほど言いましたとおり墓地へチラシを、やっぱりお墓へは参りに来ていることを

確認していますので、その辺のところの墓地についてはそういうチラシを置いて、連絡い

ただくように努めております。

以上です。

○議長（谷重幸君） いいですか。

次に、第１４款国庫支出金から第２１款町債について、細部説明を求めます。

決算書の１９ページから４０ページまでです。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） 次に、１９ページから４０ページまでの歳入後半につい

てご説明申し上げます。

１９ページ、国庫支出金の歳入額は１３億５３，５２５千円で、前年度と比較して、９

億２３，５１８千円、２１４．７７％の増加でございます。

国庫支出金のうち、国庫負担金は２億４，３０２千円、国庫補助金は１１億４６，５２７

千円、国庫委託金は２，６９７千円でございます。

まず、国庫負担金の主なものは民生費国庫負担金、社会福祉費負担金では、障害者自立

支援給付費等負担金８５，７５０千円、国民健康保険保険基盤安定負担金８，７７６千円、

児童福祉費負担金では、児童手当負担金５３，４３６千円、子どものための教育・保育給

付費国庫負担金３２，６５０千円でございます。災害復旧費国庫負担金、公共土木施設災

害復旧費国庫負担金では、公共土木施設災害復旧事業費国庫負担金７，７３９千円でござ

います。国庫負担金は前年度と比較して３，４６５千円、１．７３％の増加でございます。

次に、国庫補助金の主なものは、農林水産業費国庫補助金、水産業費補助金では、防衛
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施設周辺整備助成補助金７，７９２千円、土木費国庫補助金、道路橋梁費補助金では、社

会資本整備総合交付金１１，８２９千円、２１ページ、教育費国庫補助金、小学校費補助

金では、公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備費補助金７，７１０千円、事務局費

補助金は、公立学校情報機器整備費補助金１２，３１８千円、民生費国庫補助金、社会福

祉費補助金は、地域生活支援事業費補助金４，００３千円、児童福祉費補助金では、子ど

も・子育て支援交付金１４，３６６千円、子育て世帯への臨時特別給付金費補助金、子育

て世帯への臨時特別給付事業費補助金７，６３０千円でございます。総務費国庫補助金、

戸籍住民基本台帳費補助金では、社会保障・税番号制度システム整備費補助金９，１４７

千円。２３ページ、財産管理費補助金では、防衛施設周辺整備助成補助金２６，０９３千

円、特別定額給付金費補助金、特別定額給付金給付事業費補助金７億４，５００千円、新

型コロナウイルス感染症対策費補助金では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金２億６０，６３２千円でございます。衛生費国庫補助金は４，６５２千円でござい

ます。国庫補助金は、前年度と比較して９億２５，００６千円、４１７．５７％の大幅な

増加でございます。要因は、特別定額給付金事業、新型コロナウイルス感染症対策事業の

皆増によるものでございます。

次に、国庫委託金の主なものは、民生費国庫委託金では社会福祉費委託金で、国民年金

事務費委託金２，３６３千円でございます。国庫委託金は前年度と比較して４，９５２千

円、６４．７４％の減少でございます。

国庫支出金の歳入総額に占める割合は２１．３４％でございます。

次に、２５ページ、県支出金の歳入額は２億４８，４１８千円で、前年度と比較し

て８，７０７千円、３．３９％の減少でございます。県支出金のうち、県負担金は１億

２９，９４８千円、県補助金は１億４，０４５千円、県委託金は１４，４２４千円でござ

います。

主なものは、県負担金では、民生費県負担金１億２９，９４８千円は、社会福祉費負担

金の国民健康保険保険基盤安定負担金、後期高齢者医療保険基盤安定負担金や障害者自立

支援給付費等負担金、また、児童福祉費負担金２６，２０３千円では、児童手当負担金や

子どものための教育・保育給付費県費負担金でございます。

県補助金では、総務費県補助金、総務管理費補助金は、和歌山県移住支援事業補助金で

７５０千円、新型コロナウイルス感染症対策費補助金では、わかやま防災力パワーアップ

補助金３，４０２千円でございます。民生費県補助金のうち、２７ページ、社会福祉費補

助金１４，９３７千円は、心身障害者医療費補助金、地域生活支援事業費補助金、児童福

祉費補助金２２，８５１千円では、ひとり親家庭医療費補助金、子ども・子育て支援交付

金でございます。衛生費県補助金２，３８０千円は、保健衛生費補助金では健康増進事業、

和歌山県がん検診推進支援事業費補助金、清掃費補助金は浄化槽設置整備事業費補助金で

ございます。農林水産業費県補助金、農業費補助金２８，７８６千円は、経営所得安定対

策直接支払推進事業や農地耕作条件改善事業、２９ページ、林業費補助金２３，２７７千



令和３年美浜町議会第３回定例会（第５日）

110

円は、松くい虫防除事業による県補助金でございます。水産業費補助金１，９４８千円は、

県単港湾施設整備補助金、土木費県補助金、住宅費補助金２，６０７千円は住宅耐震化促

進事業でございます。教育費県補助金１，１８４千円は、人権啓発市町村助成事業補助金

や紀の国緑育推進事業補助金、運動部活動推進事業でございます。移譲事務市町村交付金

４３６千円は、県からの事務の権限移譲に関係経費として交付されるものでございます。

消防費県補助金６９８千円は、わかやま防災力パワーアップ補助金でございます。

３１ページ、県委託金１４，４２４千円は、県民税徴収委託や国勢調査の委託金などで

ございます。

県支出金の歳入総額に占める割合は３．９２％でございます。

財産収入の歳入額は２，８８７千円で、各基金の利子や自動販売機・借地料が主なもの

でございます。財産収入の歳入総額に占める割合は０．０５％でございます。

次に、寄附金の歳入額は、ふるさと納税寄附金１０億３８，６７８千円でございます。

前年度と比較して、８億９５，６７８千円の大幅な増加でございます。主な要因は、県内

の各市町と協定を結び、返礼品の拡充が図られたことなどによるものでございます。歳入

総額に占める割合は１６．３７％でございます。

３３ページ、繰入金の歳入額は２億９０，２２１千円で、前年度と比較して３０，２０７

千円の増加でございます。内訳は、財政調整基金から２億７０，０００千円、高齢者福祉

基金から１０，０００千円、減債基金から１０，０００千円、水と土保全基金から１３千

円、森林環境譲与税活用基金から２０８千円でございます。繰入金の歳入総額に占める割

合は４．５７％でございます。

繰越金の歳入額は２億３５，６７６千円で、前年度と比較して９１，０８５千円の増加

でございます。歳入総額に占める割合は３．７２％でございます。

諸収入の歳入額は１６，８２９千円で、３５ページ、うち、雑入は１５，９１８千円で

ございます。主なものは、コミュニティ助成、県市町村振興協会市町村交付金や介護予防

サービス計画費などでございます。諸収入の歳入総額に占める割合は０．２７％でござい

ます。

３７ページの町債の歳入額は６億１２，２００千円で、前年度と比較して２億３６，４００

千円の増加でございます。主な要因は、上田井地区や田井畑地区の津波避難施設整備事業、

防災行政無線デジタル化改修事業、新浜集会場新築工事等によるものでございます。歳入

総額に占める割合は９．６５％でございます。

以上が、歳入についてのご説明でございます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 今の中で寄附金、１０億三千八百何がし、特別定額給付金の８億ぐ

らいを除けば、今のご説明では歳入の１６％云々でしたが、特別定額給付金分を除けば約

２０％ぐらいの額にはなってくると思慮されますよね。財源としては極めて魅力的なあれ

ですが、かなりでも不安定なものであるということは否めないと思うんですよね。だから、
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そのあたりをどのように扱うのか。もちろん反対しているわけではないんですよ。それは

前段で申し上げておきますが、極めて不安定要素の高いと言われる寄附金について、どの

ように考えているのかということと、全く趣旨は違いますが、諸収入。前年から比べると

何か大幅な減ですね。この表を見ると、過去何度か桁が違うような額的に下がっていって

いると思います。ここ、だから、平成２７年から大体二千四、五百万でずっときているの

に、令和２年だけ１６，０００千程度と。何か雑入の中で入りの費目を変更したのか、違

うところへいったのか、何かそんな大きな要因があるんですかね。少し説明を願いたい。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、ふるさと納税についてでございます。こちらについては、非常にありがたいこと

に大幅な増加となりました。増加した部分につきましては、現在は財政調整基金のほうに

積立てのほうを行っているといったところでございます。

令和３年度におきましても、課の目標、町長の目標というのは１０億円を掲げてござい

ます。あくまで予算とは別です。あくまでも目標としては昨年度と同程度、１０億円を目

指してやっているといったところで、今現在も各市町と協定を結んだり、ポータルサイト

を増やしたりと、課のほうも力を入れているといったところでございます。

何分このふるさと納税につきましては、谷議員おっしゃるように不安定な要素がござい

ます。その辺も踏まえて、予算編成は非常に慎重に今後もしていかなければならないとい

うふうに考えてございます。

続きまして、諸収入の大幅な減額についてでございます。令和２年度の決算額では

１６，８２９千円、令和元年度が６６，８２２千円、差引き比較いたしますと４９，９９３

千円といったところでございます。この主な要因につきましては、令和元年度に防衛施設

の係留施設補助金が当年度で入らずに翌年度で入ってきたと。受皿につきましては、令和

元年度は諸収入の雑入で受けたと。その金額についても４０，８７６千円ございました。

その分が令和元年度の諸収入の雑入で受けたので、令和元年度が非常に増加となっている

といったところが主な要因でございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） まず、ふるさと納税の目標、今年度の、これから言うと次年度の話

をしてあれですけれども、歳入歳出予算なんで、収入の目標が１０億を立てたら、その分、

支出も１０億立てなきゃ駄目ですよね。おおむね３５％、歳出のところで言おうか、すみ

ません。そんなふうなこともあるというので、ちょっと不安定というと表現悪いですよね、

安定的ではない財源なので、その辺は注意していただけるんだろうと思う。また歳出のと

ころでお話しします。

それと、今の諸収入、令和元年、いや、この表では２５，５３６千円じゃないのかな。

平成３０年は２７，１７５千円、２９年は２４，０３０千、何かちょっと今の説明と、僕
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の聞き違いだったら申し訳ないですが、数字が違うように思うんですけれども。そちらか

ら頂いた資料の下に僕は言っているんですよ、今。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、令和２年度の諸収入の金額につきましては、３４ページのところに載っているわ

けなんですけれども、そこのところで見ますと、１６，８２９，００１円となってござい

ます。令和元年度の決算書の３６ページになるんですが、そちらのほうを見ますと、収入

額が６６，８２２,０４３円となってございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。再開は１０時です。

午前九時四十七分休憩

―――・―――

午前十時〇〇分再開

○議長（谷重幸君） 再開します。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

先ほどの答弁の回答なんですけれども、谷議員と私との答弁の差異につきましては、私

のほうが決算書の諸収入の金額について申し上げてございました。谷議員の質問について

は決算資料の中の諸収入でございまして、そちらの金額につきましては決算統計の金額を

掲載しているところでございます。よって、そちらの金額につきましては差異がございま

した。

そちらのほうの決算統計の諸収入のその辺の金額の推移云々につきましては、追って、

こちらのほうから資料のほうを提出させていただきます。

○議長（谷重幸君） ５番、龍神議員。

○５番（龍神初美君） ２７ページ、２８ページのところで、区分でいうたら上から２つ

目の児童福祉費補助金の中の３番目、紀州っ子いっぱいサポート事業補助金の１，８７１

千円ですが、昨年度までは紀州３人っこ施策補助金で３，０４９千円、昨年出ておりまし

た。この名前が変わったので、まず、内容というんかな、内容は同じで、補助金の名前が

変わっただけなのか、性質まで変わっているのか。字で読みますと、こっちは、前までは

３人っこやさか、３人目かなというイメージがあったんですけれども、今度は紀州っ子こ

いっぱいやから、いっぱいということは１人目からとか、いろいろあるんかなと思います。

ちょっとこの辺の内容を教えてください。

○議長（谷重幸君） 教育課長。

○教育課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。

まず、令和２年度、１，８７１千円でございます。こちら、ひまわりこども園の第２子、

第３子の保育料、それから、こじか園の第２子、第３子の保育料、それから、ひまわりこ

ども園、こじか園、それから認可外のくろしお、それから、御坊幼稚園、ここに通ってい
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る子どもさんたちのですね、すみません、ひまわりとこじか、認可外保育所のくろしお、

御坊幼稚園につきましては副食費でございます。これに対する補助金でございます。それ

ぞれ第２子、第３子、保育料全額免除。それから、第３子以降、副食費全額免除という制

度でございます。

ちなみにひまわりこども園の保育料でいきますと、３号認定第２子が３名、３号認定第

３子以降が６名。こじか園の保育料でいきますと、３号認定第２子が３名、３号認定第３

子以降が５名。続きまして、副食費でございます。ひまわりこども園の１８名に対しまし

ての副食費、それから、こじか園への副食費では２名、認可外のくろしおさんでは１名、

それから、御坊幼稚園では１名でございます。これらに対しまして全額免除ということで

ございまして、基本２分の１が県、残りの２分の１が町ということになってございます。

これらにつきましては、例えばこじか園へ頂いた県の支出金につきましては、認可保育

所負担金として、こじかさんへ町から支出いたします。くろしおさんにおいては、認可外

保育所負担金という項目で支出しております。御坊幼稚園の分につきましては、市立幼稚

園負担金ということで幼稚園費から支出しているものでございます。

昨年度と名称が変わって制度がどうなのかというところにつきましては、すみません、

令和１年度の制度を私、勉強しておりませんので大変申し訳ございません。

以上です。

○議長（谷重幸君） いいですか。

次に、歳出について、第１款議会費から第２款総務費について、細部説明を求めます。

決算書の４１ページから６４ページまでです。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） 続きまして、歳出についてご説明申し上げます。

４１ページから６４ページまでの議会費、総務費からご説明申し上げます。

４１ページ、議会費の歳出合計額は６５，８０６千円で、議員報酬、議員期末手当、職

員の人件費や議会運営に関する諸費用でございます。前年度と比較して５．４０％の減少、

歳出総額に占める割合は１．０７％でございます。

次に、総務費の歳出合計額は２９億１１，３７０千円、前年度と比較して２１億６６，

２５６千円、２９０．７３％の増加でございます。主な要因は、ふるさと納税寄附金に対

しての返礼及び事務手数料、財政調整基金への積立金、新型コロナウイルス対策事業とし

て、特別定額給付金事業やみはま応援商品券事業、新浜集会場新築工事等によるものでご

ざいます。歳出総額に占める割合は、４７．５４％でございます。

総務管理費の歳出合計額は２８億３１，８９４千円で、その内訳として、一般管理費８

億８４，０３５千円、特別職の人件費、総務政策課・防災企画課・出納室の職員の人件費、

庁舎の光熱水費・電話料、宿直業務委託料、ふるさと納税返礼及び事務手数料などでござ

います。

４５ページ、文書広報費５，１４５千円は、例規集の追録費用や広報発行費用などでご

ざいます。
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４７ページの財産管理費は１億７４，３７９千円で、主に庁舎や各地区集会場の管理に

要する費用等でございます。本年度は、新浜集会場新築工事を実施してございます。

企画費は６，７９０千円で、長期総合計画策定業務委託やその他協議会への負担金など

でございます。

４９ページ、青少年対策費は３，２３６千円で、広域青少年補導センターや各種協議会

への負担金でございます。

公害対策費は１，０１８千円で、西川・和田川水質検査・底溶質分析、地球温暖化対策

実行計画点検・評価業務でございます。

交通安全対策費は１，４２５千円で、主に交通指導員の報酬や活動経費、カーブミラー

の設置及び修繕、チャイルドシート助成金などの経費でございます。

電子計算費は６０，１１０千円で、２市４町で共同実施している基幹系クラウドシステ

ムや４町で共同実施している情報系クラウドシステムの経費、庁舎内のコピー機やプリン

ター等の使用料などでございます。

５１ページの地籍調査事業費は１，２４７千円で、地籍調査システムの費用などでござ

います。令和２年度をもって、町内全地区の調査は完了いたしました。

諸費、負担金補助及び交付金は３３，７２９千円で、主なものは各地区への助成金、御

坊広域行政事務組合への負担金、コミュニティ助成事業、生活交通路線維持費補助金でご

ざいます。

５３ページの償還金利子及び割引料については、精算などによる補助金等の返還分でご

ざいます。

財政調整基金費６億７０，６３６千円は、利子積立金とともに、財政調整基金へ６億

６８，５５５千円の積立てを行ってございます。

高齢者福祉基金費６１千円、減債基金費７８千円は預金利子の積立てでございます。

地方創生事業費１５，３１１千円は、前年度と比較して５９，７２４千円の減少でござ

います。主なものは、地域おこし協力隊の人件費、ゲストハウス、カナダミュージアム及

びレストラン管理業務や産品コーナー及び多目的室管理業務の指定管理料、和歌山県移住

支援事業補助金などでございます。

５５ページの特別定額給付金費７億１０，７８６千円は、国の新型コロナウイルス感染

症緊急経済対策に伴い、家計への支援を行うため、１人につき１００千円の給付金の支給

に要した経費でございます。

５７ページ、新型コロナウイルス感染症対策費２億６３，９０８千円は、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、感染拡大の防止及び影響を受けている地

域経済や住民生活の支援に要した経費でございます。主なものは、国の特別定額給付金事

業に対して５千円の上乗せ、事業継続応援給付金、みはま応援商品券事業などでございま

す。

５９ページ、徴税費の歳出合計額は４４，６４３千円でございます。その内訳として、
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税務総務費は３８，８５８千円で、主なものは、職員の人件費や各種協議会への負担金で

ございます。

６１ページの賦課徴収費は５，７８５千円でございます。固定資産評価業務など賦課徴

収事務に要する経費でございます。

戸籍住民基本台帳費の歳出合計額は３０，５９９千円で、職員の人件費と戸籍システム

委託料などの住基・戸籍事務に要する経費でございます。

６３ページ、選挙費の歳出合計額は２５３千円で、本年度、選挙はございませんでした

ので、選挙管理委員会費のみでございます。

統計調査費３，７０７千円は、５年に１度の国勢調査が実施されましたので、昨年度よ

り大幅な増加となってございます。

監査委員費２７４千円は、例月出納検査、決算審査等に要した経費でございます。

以上で、４１ページから６４ページまでの議会費、総務費の説明を終わります。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 議会運営委員会でもお願いしたように、資料が複雑多岐であります

ので、進行にはゆっくりお願いしておきます。重ねて申し上げておきます。

ふるさと納税というのはここのところでいいですよね。ふるさと納税はここですよね。

先ほど歳入のところで聞いていって、歳出のような話になってきましたのであれでした

けれども、例えば１０億円強で１７万件強の件数で寄附額がこれだけとか、このうち、返

礼品及び事務手数料、また、その事務手数料のうち送料、このあたりは明細等はございま

すか。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

ふるさと納税返礼及び事務手数料６億７９，８７３，１７５円でございます。件数につ

きましては１７万９５１件といったところで、件数につきましては昨年度と比較しまして、

１６万２５４件の増加となっているところでございます。

谷議員のご質問であります事務手数料と送料の内訳といったところでございますが、今

そこまでちょっとまだ分析といいますか、資料のほうができてございません。昨年度も、

令和元年度の決算のときもたしか北村議員かにそういったご質問がありまして、後日、提

出のほうをさせていただいたといったところでもございました。まだちょっとその辺につ

いては内訳のほうができておりませんので、後日、また議会のほうに提出のほうをしたい

というふうに考えております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 莫大な数字、金額ですよね、６億数千万円と。せっかく皆様方から

１０億円強も浄財を頂いて、それの使い道がこの決算で説明できないと。説明できないと

いうと語弊ありますけれども。例えば収入１０億円強で、そのうちの７割程度が１つの項
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目、事務手数料及び云々で、返礼品という項目だけで７０％近くも出金して、それで税金

の使い道というか、決算の説明になるというのは一般的になかなか理解し難いように思う

んですけれども、どうなんですかね。

それと、これだけあれば、特に見たいのはその１０億円強も頂いた浄財を有効にという

か、有効にという表現しかできないのであれですけれども、例えば１７万件強を返礼をし

ているんであれば、そのあたりコスト的にいろんな努力をされたのか、それも聞きたくて、

内訳を聞いた次第であります。例えば１件１００円の数値が違えば、１７，０００千円違

ってきますよね。そんなふうにお金が単純に入ってくるから、その内訳で済んでいるから

それでいいというんではなくて、やはりより一層、せっかく頂いた１０億円強を有効に使

うように努力をするのが当たり前の話だと思うんですけれども、それもやっぱり数値は出

ないですか。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、令和２年度の寄附件数につきましては１７万９５１件で、寄附金につきまして

は１０億３８，６７８千円。それに対しまして、返礼及び事務手数料、決算書のほうで

は６億７９，８７３，１７５円となってございます。それプラス役務費の郵便料、これ

はワンストップ特例申請の関係で郵便料も要ったわけなんですけれども、その金額が

２，６８１，０６３円要ってございます。返礼及び事務手数料の合計額につきましては、

千円単位で申し上げますと６億８２，５５４千円、実質的な収入につきましては３億

５６，１２４千円ということで３４．３％といったところでございます。

今年度におきましても、事務手数料、いわゆるポータルサイトとの交渉というのも随時

行っているところでございます。谷議員おっしゃるように、１％でも下げればその分とい

うのは還元できますので、引き続きポータルサイトにも交渉のほうをしていきたいという

ふうに考えてございます。

また、ポータルサイトも、令和２年度は６件だったんですけれども、今現在、令和３年

度につきましては１０件まで増えていると、そういう状況でございます。送料につきまし

ては、昨年度までは宅配業者にお願いしていたわけなんですけれども、宅配業者とも交渉

のほうも行っておりますし、また、事業者の方々との話の中で郵便局を活用することもで

きました。宅配業者より郵便局のほうが送料が少し安くなりますので、その辺についても

活用のほうをしていきたいというふうに考えてございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） 最初からそれぐらい答えてくださいよ。最初からそれぐらい言うた

ら、もっとスムーズにいっていますよ、話。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 今、議長ご指摘のとおりだと思います。それだけの材料を持っては

ったんだったら、その説明を最初にしていただきたかったですね。

送料については、昔、経験上、例えば私立の業者さんであれば全国どこへ送っても５００
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円とか、そんな契約も昔はあったんです。今はあるかどうか知りませんよ。だから、その

辺の広い見識をもう少し持っていただいて、好収益というんですか、それに努めてくれる

という今答弁だったんで、それはそれで結構です。

続いての質問あるんで、一回、これで終わります。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） ４８ページ、委託料というところで、個別施設の計画策定業務の

委託ということで３，７００千。ほかにももちろん長計の策定委託も含めまして、委託業

務というの、これやっぱりご自分、ご自分といったらおかしいな、町で作成するのはかな

り難しいという認識はちゃんと分かっているんですけれども、やっぱり難しいものなんで

しょうかね。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

個別施設計画作成業務委託３，７６２千円についてでございます。こちらの計画につき

ましては、策定後、全員協議会の場で議員の皆様にご説明をしたところでございます。こ

の計画についてですけれども、この個別施設計画については令和２年度で作成のほうを行

いました。その上位には平成２８年度に作成のほうをいたしました個別施設等総合管理計

画がございます。個別施設計画も、総合管理計画についてもやはり専門的な知識というの

も非常に要するところでございます。また、労力というのも必要でございまして、自力で

やったらどうなというふうなご質問ですけれども、なかなかそこまで自力でやるのは難し

いといったところで委託のほうをさせていただいたといったところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） ５６ページの１９負担金補助及び交付金というところですが、和

歌山県移住支援事業について、ちょっと詳しく説明願えますか。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（太田康之君） 和歌山県移住支援事業補助金の１，０００千円について

ご説明いたします。これにつきましては、東京２３区に在住者、または東京圏に在住し、

２３区内に通勤者が移住し、移住支援金対象企業に就職または起業した者、この方につい

て補助をするということです。そのうち、歳入として、県の補助金で４分の３、７５０千

円が返ってくるということです。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） ７番。すみません、予算書のページを指定がちょっとし難いので、

この主要施策の成果でまず、何点か。

６ページ、チャイルドシートの助成金。過去、順調に２桁以上の数字が出ているとは思

っていたんですが、今回特にちょっと件数がひどいよ、この辺のことは分析をされている
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のか。ただ、告知不足で住民の方の利用の機会が阻害されているというような懸念がない

かということでお聞きする次第です。

その次の７ページ、地籍調査事業費での実績の、これ表がありますよね。そもそもこれ

の単位は何か。面積とあるが、おおむね大体予想はつきますが、およそ表であればそれぞ

れの単位、ほかの表は全て、すべからく単位は入っていると思うんですけれども、ちょっ

と分かりにくいので。かつ、全て終わったようですが、何か一番下は１２．００。うちは

１２．７５じゃ、そのあたりで町の１００％になっているのか。

単純な質問なんで、再質問なんで、あと２点ほどだけすみません。

特別定額給付金、これはたしか説明は一度聞いたように思いますが、４名の方、また、

みはま応援商品券、７名の方かな、受け取られていない。このあたりについては、ちゃん

と分析なり、対策なり、また対応て、説明を聞いたように思うんですが、やはり公平な住

民サービスという観点からどのようになっているのか気になりますのでお答え願いたい。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、チャイルドシートの助成金についてでございます。令和２年度につきましては件

数が８件と、昨年度は、令和元年度は１９件、その前が２８件、平成２９年度が３２件と

いったところで、非常に件数については大幅に減となってございます。こちらについては

子どもさんの出生数とか、その辺も大きく影響しておるんではないかというふうに担当課

のほうでは分析のほうをしているところではございますけれども、引き続き広報活動等に

努めてまいりたいというふうに思います。

続いて、地籍調査の単位についてでございます。こちらの単位につきましては、面積に

ついては㎢、筆数については何筆といった単位でございます。面積につきましては、美浜

町の面積については１２．７７㎢といったところで、地籍調査が１２．００といったとこ

ろで０．７７の差異がございます。こちらについては海岸線、煙樹ヶ浜とか三尾の磯とか、

そういったところは地籍調査の対象外というふうになりますので、１２．００㎢といった

ところでございます。

続いて、特別定額給付金についてでございます。対象者が７，０４９人、申請者が

７，０４５人ということで、４人の方が申請をされていないわけなんですけれども、こち

らにつきましては、４名の内訳でございますけれども、行方不明が１名、申請拒否が１名、

何度も自宅訪問したんですが、会えなかった方が２名といったところで計４名でございま

す。

みはま応援商品券についてでございます。こちらについては対象者が６，９９８人、申

請者が６，９８１人といったところで、１７人の方が申請をされなかったといったことで

ございますけれども、その内訳ですが、発送後に死亡された方が１名、受け取り拒否され

た方が６名、何度も連絡を取ったんですけれども取れなかった方が１０名といったところ

で、１７名といった内訳となってございます。
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以上でございます。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 再質問としましては、特定定額給付金並びにみはま応援商品券。会

えなかった、連絡が取れなかった、これ今どうこうじゃないよ、今後はそこが課題だなと

思いますので、その点については何か策を考えられたのか。それと拒否というのも十二分

な説明をされたのかというところも少しちょっとわだかまりというか、ちょっと違和感は

あるんですけれども、そのあたりについてはどうですか。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

連絡が取れなかったといったところなんですけれども、こちらについては、総務政策課

だけではなしに他の課にも照会とかかけた中で、どうしても取れなかったといったところ

でございました。

拒否された方、こちらにつきましては、うちのほうからも、そういったことで国のほう

からこういった制度があるんでということで勧めてはみるんですけれども、本人さんの意

思といったところで拒否されたといったところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ４８ページの１３番、委託料のところでの吉原遺跡発掘調査につ

いてなんですけれども、これについて、途中で一度皆さんに結果を披露していただいたと

思うんですけれども、この調査の結果の後の資料等、そういったところの扱いというんで

すかね、それとか、それの状況を見たりできるような状況になっているのか、ちょっと教

えていただきたい。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

吉原遺跡の発掘調査１９，６６３千円についてでございます。こちらにつきましては、

和歌山県の文化財センターのほうに委託のほうをお願いしまして実施したものでございま

す。

こちらの遺跡発掘調査につきましては、遺跡のほうから出土されたのが古墳時代、

１５００年前ぐらいのつぼとか、江戸時代ぐらいの瓦などの破片、弥生時代のつぼとか、

そういう破片とか、そういうふうなのが出土されたというふうに聞いてございます。また、

その出土品等々につきましては、近隣の方々、また小学校、和田小学校は雨天でたしかで

きなかったと思うんですけれども、松原小学校の方につきましては見学とか、そういうふ

うなのもされたというふうに聞いてございます。

その辺の資料については、総務政策課のほうへ来ていただけたら、いつでも公開のほう

はさせていただきますので、ぜひ来ていただけたらと思います。

以上です。
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○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 今、総務政策課のほうで行ったら見せていただけるということな

んですけれども、それを町民に広報するとか、そういうふうな計画はありますか。

○議長（谷重幸君） 森本議員、それは物の保管について聞いているんですか、現物。

○８番（森本敏弘君） その調査結果の披露できるようなものとか、書いたまとめみたい

なものがあるのかどうかということでもあるんですけれども。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、つぼとか出てきた、出土されたものにつきましては、和歌山県の文化財のセンタ

ーのほうにございます。町にはございません。その資料云々等々につきましてはいつでも

公開のほうはできますし、また、住民の方々にということも含めて、検討のほうをしてい

きたいというふうに思います。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） またまたこの主要施策のあれで聞くんですが、９ページと１０ペー

ジ。これは過去にも、私以外の方も指摘されていたと思うんですけれども、まず、長期総

合計画、いつもこういうスタイルで作成されていますが、この策定方法、松洋中への生徒

へのアンケートであるとかいろいろ云々ありますが、これが、この方法が万全で真の美浜

町を捉えていると考えられているのかというのをお聞きしたい。

と同時に、同時というか、同様に、下の行政改革本部会議、また懇談会。いやいや、結

構な中身のものだと思うんですけれども、本部会議で３回、懇談会で２回。２回だと、最

初始めます。その次で終わると思うんです。そのようなことで大綱を策定できるん。今年

度のこの回数という意味なのかな。このような回数でこれだけのすばらしい行政改革大綱

を策定できるのか、甚だ疑問な点もあるんですが、そのあたりもう少し詳しく。

同じように、次のページです。第２次美浜創生総合戦略というところで、令和２年度実

績書かれています。この第６次美浜長期総合計画の中の人口減少対策に整合性を図りと、

対策に整合性を図りという意味がよく分からないんですけれども、何か数値か、方法がと

かそういうことがあるのか、もう少し説明をお願いしたい。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（太田康之君） まず初めに、長期総合計画の関係ですが、自分のところ、

自前でというような中でつくっていけないのかというようなところの中で、多分努力はし

たんだろうとは思います。ただ、こういう中身の１０年間という大きな計画を基にすると

きには、やはり委託業者の力を借りなければならないのかということでしたものだと思っ

ています。

それと、行政改革の実施計画につきまして、行革の本部会議が３回と改革の懇談会２回

ということですが、僕は成果品を見る限りはいいものができているんではないかなと思っ
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ております。

それと最後に、美浜創生総合戦略ということで、この整合性というところなんですが、

この辺につきましてはちょっと何とも言えないです。僕の書き方がまずかったと思ってお

ります。ただ、この総合戦略に関しては、各課から人口対策ということで、このようにし

ていけばいいのかということで幾つかの基本計画を立てて、それにのっとって進めていく。

人口対策をできる限り緩やかに減少幅を抑えるということでやっております。中身的には

どうかと言われるといろいろあろうかと思いますが、僕はこれでいいのではないかなと思

っております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 少し辛辣な表現をしますが、確かにいろいろ今ご説明をいただきま

した。ただ、私どもとしては具体的なものが何もなかったやに思います。私の理解不足と

いうのが大きいところかもしれませんが。

まず、第６次長期総合計画、借りなければならんと思うというような、当時ご担当でな

い現課長が今答弁されているので、そういうことになっているんだろうかなとは思います

が、少し他人行儀というか、全く第三者的な答弁のニュアンスに聞こえたので、そうなる

と、いや、本気でやっているのっと、ついうがった表現の再質問を返してしまいそうにな

るので、そうではなくって、もう一度その件については再度説明を願いたい。

２番目のほうは、成果物を見てよろしいと課長が判断されているのであるので、そこは

もうそれで何度も再質問はいたしません。

長計の対策に整合性を図るというんですから、ここはやっぱりもうちょっと具体的に分

かるように説明をしていただかないと、結局何を書いているのか分からないので、何もし

ていないのかと。違ったことに決算上、お金を使ったのかみたいなことの判断にもつなが

りかねないので、もう少し説明というのは無理ですかね。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（太田康之君） まず、１つ目の他人行儀ではないのかということで、確

かにそういう部分も僕の今答えた中ではありました。でも、中身的にはいいものだと思っ

ております。ただ、これが担当課だけでできるのかと言われると、僕がもしそのときにお

ったとしても、できていなかったものだと思っております。

それと、２つ目の長期総合計画との整合性という中で、長期総合計画の中には人口対策

というのが載っております。その中で、今、２２ページのところです。重要課題というこ

とで、人口減少の抑制による活力ある美浜町の維持というところで載っております。その

ためにはということで、次のページにあるように、安心・安全と環境保全を重視した生活

の環境の整備というような中、その次、次、次とそれがあります。それにのっとった形で、

第２次美浜創生総合戦略で位置づけておりますその人口という中で、まず基本として、仕

事を創るまちづくり、魅力を創るまちづくり、笑顔を創るまちづくり、未来を守るまちづ
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くり、絆を創るまちづくりというようなことを掲げて、その中で仕事を創るまちづくりで

は、就業・起業への支援、産業力の強化という中でそれぞれの各項目をつくって、それで

この総合戦略を作成したということでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） いや、実は今の説明を聞いて、僕の解釈が、今課長の答弁と違って

いたなというのが分かりました。僕は、人口対策に整合性を図る。に図るのだから、これ

の対策を変えたんだと思ったんです。人口対策の整合性というのは、要はこちらからの整

合性を後の戦略に、こっちがやはり最上位ですので、図り、こっちを変えたということで

すね。分かりました。じゃ、それはそれで結構です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ５０ページの中ほどの１３番、委託料のところでの地域温暖化対

策実行計画点検・評価業務、これについて、昨年はその計画策定の委託業務ということで

変化してきてあるんですけれども、これの今の進捗状況というんですかね、どのような内

容で、段階になっていて、そのものについてまとまったものが発表されたりとか、あった

かも分からんのですけれども、ちょっと僕の記憶のないところなので、その辺のところを

もう少しお聞きしたい。

○議長（谷重幸君） 住民課長。

○住民課長（中西幸生君） お答えします。

美浜町地球温暖化対策実行計画点検・評価業務ですけれども、昨年度は美浜町温暖化防

止アクションプラン４というものをつくりました。それを基本としまして、以後５年間の

達成目標等をそこで定めております。その達成目標について、単年単年でその目標につい

て達成できてるかどうかということを５年間評価していくんですけれども、その評価結果

につきましては、法律の下で公表しなければならないとなっていますので、ホームページ

等で公表している状態にあります。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） それについて、今ホームページ等でということで紹介あったんで

すけれども、文書みたいな形で家庭に届くような、そういう取組はありますか。

○議長（谷重幸君） 住民課長。

○住民課長（中西幸生君） この計画については、美浜町の事業と施設についての温暖化

に対する対策をどのようにやったか、それとその結果になるので、住民さん向けのもので

はなくて、我々行政側がきちっと地球温暖化対策をしているかどうかということになるの

で、住民さん向けのものではないんです。冊子的には成果品もあるんですけれども、住民

向けのものではちょっとないかなと私は思っています。

以上です。
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○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 別の項目なんですけれども、５２ページの１４番の使用料及び貸

借料のところなんですけれども、そこの情報系のパソコンのリース料、これは昨年に比べ

るとほぼ３倍になっているんですけれども、かなりの状況があったかも分からんですけれ

ども、その辺のところを教えていただきたいなと。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

情報系ＰＣリース料についてでございます。令和元年度につきましては、１２月から３

月までの４か月分でございました。令和２年度については１年間といったところで、そち

らのほうで増減が出てきているといったところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） すみません、どこで聞いていいのか分からない。財産管理とか地籍

では、町の地面の面積が出て、それは財産として、町としてはどれぐらいあるのかという

ことだろうと思いますので、そこからして、この大きな紙、Ａ３のその一番最後のほうに

ついていますよね、町の財産。財産台帳一覧表、これがどうこうじゃないですよ。この表

で一番ちょっと疑問に、説明できたらしていただいたらと思うんですけれども、例えば２

ページ目のほうが分かりやすいのかな。三尾場外離着陸用地、面積ゼロとかあるじゃない

ですか。ほかのところもおのおのあるんですけれども、これは何か説明聞いていて、また

聞いたらごめんなさい、どういうことなのかというのと、それと、おのおのの金額は出さ

れないんですか。三尾のじゃないですよ、全てに関して。

それともう一点、町のホームページには各金額が全て出ていますよね、土地とか建物と

か、評価額。ただ、合計が出ていないので、例えば美浜町の財産として、議員になった当

時に先輩の方から言われたこともあるので、やがては公会計になれば、町も資産、減価償

却云々と。それから十何年も経つのでならないのかなと思うんですけれども、ここまでお

のおのを出しているのに、なぜ合計額を載せていないのかと思うんですけれど。と同時に、

今後この表に金額とか、建物では町としては幾らありますよ、金額ですね。面積等々ござ

いますが、そのあたりの表記はされないのか、いかがですか。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

こちらの財産台帳の一覧表についてでございます。ホームページのほうとかには、金額

等について掲載のほうをしているところでございます。合計がないといったところも含め、

全ての金額、合計等々につきまして、一度検討のほうをしていきたいというふうに考えて

ございます。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（太田康之君） 三尾の場外離着陸場の用地のゼロというところなんです
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が、これは勘違いだったら申し訳ございませんが、多分これをまず初め単体でというんか、

一筆ずつ買っていって、それで最終的に合筆して、それで最終的にこの５８から下のとこ

ろが面積ということになったものだと思っております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） ５４ページの２３番の償還金利子及び割引料の部分での障害者自

立支援給付金のところなんですけれども、昨年度は２，４１０千程度やったんですけれど

も、今回１０，０００千近くになっているんですけれども、そのところの背景、理由とか

を知りたいということです。

あと、戻りますけれども、５２ページの次も簡単なことなんですけれども、電子計算機

費の中の１１番の需用費のところでの消耗品というのは主にどういうものになるものか、

お伺いしたいなと。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 森本議員にお答えします。

障害者自立支援給付費等負担金の償還金が昨年度よりかなり多くなっているのではない

かということなんですが、こちらのほうの障害者の自立支援の給付費なんですけれども、

月平均で１３，０００千ほどございまして、多い月、少ない月の差額は２，０００千円ほ

どあるということで、大体月２，０００千差があるということで支払えなくなると困りま

すので、多い月で最終補正をさせていただいて、予算を取らせていただいているという状

況でございます。２年度、元年度の実績につきましてはほぼ同様の事業費なんですけれど

も、そういった形で予算の見込みという形で、こういった形に償還するという形になって

ございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

電子計算費の需用費、消耗品費の４，４１１，４１１円についてでございます。こちら

の消耗品につきましては、プリンターのトナーとか複写機の消耗品、マウスとかパソコン

の消耗品等々でございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 次は、５８ページの委託料のところなんですけれども、ここは新

型コロナウイルス感染症対策費で使われたことによるものと思うんですが、この中のイン

フルエンザ予防接種の委託料ですね。これをここで支出するということの、今まで衛生の

ところで支出になってあったかと思うんですけれども、その辺のところのちょっと理由と、

それから、昨年は委託料が６，０００千ほどだったんですけれども、今回３，０００千と

いうことになっているんですけれども、その辺のところの理由をお聞かせ願いたいと思う
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んですが。

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） お答えいたします。

こちらの新型コロナウイルス感染症対策費のインフルエンザの接種委託料なんですけれ

ども、衛生費の委託料とは違いまして、こちらは昨年度、新型コロナと同時流行が懸念さ

れるということで、高齢者の自己負担分１，５００円を補助したものでございます。１回

接種で５，３００円、２年度のほうではかかるんですけれども、その５，３００円のうち、

自己負担分が１，５００円、残りが衛生費のほうで支払っているという形になります。

以上です。

○議長（谷重幸君） 次に、第３款民生費について、細部説明を求めます。

決算書の６３ページから７８ページまでです。健康推進課長。

○健康推進課長（浦真彰君） 次に、６３ページから７８ページまでの民生費についてご

説明申し上げます。

６３ページの民生費の歳出合計額は９億５５，４１９千円で、前年度と比較して０．２８％

の減少、歳出総額に占める割合は１５．６０％でございます。

社会福祉費の歳出合計額は７億２８，６５６千円で、その内訳として、社会福祉総務費

１億１９，３０７千円は、職員の人件費、町社会福祉協議会への補助金、国民健康保険特

別会計への繰出金が主なものでございます。

６５ページの国民年金費７，９１１千円は、国民年金業務に要する人件費などでござい

ます。

老人福祉費３億３３，９３１千円は、介護保険特別会計や後期高齢者医療特別会計への

繰出金、職員の人件費、委託料では家族介護用品支給事業委託、緊急通報体制整備事業委

託など、そのほかに老人福祉施設措置費、高齢者外出支援、町老人クラブへの補助金など

が主なものでございます。

６７ページの社会福祉施設費１，４６８千円は、御坊日高老人福祉施設事務組合への負

担金でございます。

心身障害者福祉費２億６，１７５千円は、心身障害者福祉事業に要した経費ですが、主

に６９ページの扶助費の障害介護給付費１億６０，６４７千円で、そのほか、職員の人件

費、委託料では１市５町で運営している相談支援事業、移動支援事業、地域活動支援セン

ター事業等でございます。

７１ページの福祉センター管理費３，６５０千円は、地域福祉センターの維持管理費で

ございます。

心身障害者医療費２３，５６６千円は、主に医療費の扶助費でございます。

老人保健費は、本年度の支出はございません。

地域包括支援センター運営費３２，６４９千円は、職員の人件費とケアプラン作成委託

料等でございます。
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７３ページ、児童福祉費の歳出合計額は２億２６，７６３千円でございます。内訳とし

て、児童福祉総務費８１，７１７千円は、報償費で子育て応援給付金、赤ちゃん誕生祝金、

扶助費では児童手当が主なものでございます。

７５ページの児童福祉施設費１億１，８９５千円は、委託料で放課後児童健全育成事業

委託金、負担金補助及び交付金では広域入所負担金、認可保育所負担金、新型コロナウイ

ルス感染症対策補助金などでございます。

児童措置費３４，２９７千円は、職員の人件費、医療審査支払事務手数料やひとり親家

庭医療費、乳幼児・子ども医療費の扶助費でございます。

子育て世帯への臨時特別給付金費８，８５４千円は、国の新型コロナウイルス感染症緊

急経済対策に伴い、子育て世帯の生活を支援するため、児童手当を受給する世帯に対し、

児童１人につき１０千円の支給に要した経費でございます。

以上で、６３ページから７８ページまでの民生費の説明を終わります。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 地域包括支援センターのところですが、決算書を見ると、予算は約

３３，０００千。この主要施策の成果のところへいきますと、こんな言い方はしたくない

んですけれども、１０２ページから１３８ページ、三十五、六ページあるんですね。これ

全体が１３８ページですね、この施策、この４分の１。これは主要施策の成果ですよね。

これだと地域包括支援センターの日記とは言いませんが、少し報告書なり、プライオリテ

ィーというんですか、それを考えて報告書を作成されないのかというのを冒頭に申し上げ

ておきます。本当に議員になった最初の頃はこの施策、半分以下だったやに思いますが、

それが十分だったかどうか分かりませんが、ただ、これだと主要施策という、こういうこ

とにはならないというのが一般的な捉え方だと思いますので少し考えていただきたいとい

うのを強く申し上げておきます。

それとこの評価というんですか、記述の仕方、評価も要は実績をただ羅列しているだけ

で、評価につながっているやに思えんのですが、その辺も考えてください。

それと、１０６ページ、虐待件数。今年度の実績、ありますよね、一覧表で、平成１８

年からずっと。これって相談件数、中でこういう区分けをするのか、何か、これの資料の

取り方を少しご説明願いたい。

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 虐待の件数の取扱いですが、この実績数については、最

終、相談を受けた包括支援センターがこれは虐待であるという認定した件数を上げており

ます。何件か相談はあるんですが、それには至らないというものについてはここへは上げ

ておりません。

以上です。

○議長（谷重幸君） いいですか。

次に、第４款衛生費について、細部説明を求めます。
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決算書の７７ページから８６ページまでです。住民課長。

○住民課長（中西幸生君） 次に、７７ページから８６ページまでの衛生費についてご説

明申し上げます。

７７ページの衛生費の歳出合計額は３億７６，０６２千円で、前年度と比較して５．３％

の減少、歳出総額に占める割合は６．１４％でございます。

保健衛生費の歳出合計額は２億３３，９８３千円でございます。

保健衛生総務費１億８１，１６０千円は、主なものは負担金補助及び交付金で、ひだか

病院負担金１億３１，６５７千円、職員の人件費、委託料で妊婦健康診査、７９ページの

扶助費では、不妊治療費、新生児聴覚検査費助成事業等でございます。

また、水道会計への出資金は９６９千円でございます。

予防費３９，７１９千円は、疾病予防に対する費用で、各種検診事業、予防接種等の経

費を支出してございます。

８１ページの環境衛生費１０，８０３千円は、町内一斉清掃や火葬炉整備工事等、火葬

業務に要した経費が主なものでございます。

８３ページ、墓地基金費２６７千円は、墓地基金への積立金でございます。

墓地管理費２，０３３千円は、墓地管理人の報酬、墓地整備工事等、墓地管理に要する

経費を支出してございます。

清掃費の歳出合計額１億４２，０７８千円は、塵芥処理費１億２２，４５３千円、し尿

処理費１９，６２６千円でございます。

塵芥処理費では、ごみ収集委託５３，８１９千円、広域清掃センターへの負担金

６１，００５千円などでございます。

し尿処理費では、クリーンセンター負担金１７，３２０千円、浄化槽設置整備事業補助

２，２５７千円が主なものでございます。

以上で、７７ページから８６ページまでの衛生費の説明を終わります。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） ９番。８４ページですけれども、１４番の使用料及びというとこ

ろ、ごみ収集の監視カメラ借上料９２０千、これについていろいろ、うちの、和田の西中

にも最近不法投棄が多いというんで監視カメラをつけたりしておりますけれども、ここら

辺についてちょっと説明願えますか。

○議長（谷重幸君） 住民課長。

○住民課長（中西幸生君） お答えします。

主要施策の２２ページにもちょっと記載させてもらっているんですけれども、ごみ集積

場所監視カメラ借り上げ、こちらにつきましては大型ごみを集積するところ、そこの場所

で現在、令和２年度におきましては、入山分館、それと和田東中集会場、浜ノ瀬集積場、

上田井集会場、それと和田の西の畜産センター、新浜消防車庫、三尾集積場、吉原集積場

と全部で８か所設置させていただいております。これによりまして、間違ったごみの出し
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間違いとか、町外から持ち込まれるごみ等、その車のナンバーとか、誰が持ち込んだのか

ということをカメラで監視しまして、昨年度におきましては、不法投棄と出し間違いも含

め、８件ございました。その８件については直接、我々がその家へ訪問するなり、町内の

方じゃない場合には警察のご協力の下、警察からそちらの車のナンバー照会をしていただ

いて、そちらへ照会して、警察からご指導いただいて、最終的に回収に至っていることで、

このカメラについては効果を発揮しているところです。

以上です。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） 主要施策の成果の２２ページにも載っておりますけれども、監視

カメラ、ここでは９８７千円と書いておりますが、８４ページの資料では不法投棄処分料

１２千円となっておるんですけれども、これは監視カメラをつけるというのは分かります

けれども、不法投棄１２千円、監視カメラ分９８７千円というのはちょっと費用対効果と

か、そこら辺から考えますとどうかなと思いますけれども、そこら辺はどうですか。

○議長（谷重幸君） 住民課長。

○住民課長（中西幸生君） お答えします。

今議員さんからありました不法投棄廃棄物処理料１２，６１６円ですけれども、こちら

の不法投棄については大型ごみとは関係なくて、町内、例えば道路沿いへ不法に投棄され

ているとか、あと、河川へ不法投棄されているとか、そういうものの中で清掃センターで

処理が困難なものについて、例えばコンクリートがらとか、そういうものについて清掃セ

ンターへ持ち込めないので、そういうものを産廃の業者へ持ち込んでいるための費用が

１２千円ですので、大型ごみの集積場所とは別の話になります。

以上です。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） そしたら、大型ごみの不法投棄を役場の皆さん、課長も含めて、

ご苦労願っておると思いますけれども、大体金額的なものは分かりますか。ちょっとえら

い細かいことで悪いんやけれども。

○議長（谷重幸君） 住民課長。

○住民課長（中西幸生君） 大型ごみにつきましては、回収されるごみは回収して、その

まま清掃センターへ行きます。あと、もし回収されなかった、間違って出されたとかいう

ごみについては一旦その場所へ置いて、それで町内放送等でアナウンスさせていただいて

回収していただくんですけれども、最終的に残ったごみについては、費用というのはちょ

っと出ないんですけれども、最終的には我々行政のほうで回収して、清掃センターに持っ

ていきますので、清掃センターに持ち込んだときには公用で行きますので無料ですので、

お金のほうは算定できません。すみません。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） お聞きしたいのはし尿処理費というか、全く私の理解が違ったのは、
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し尿処理費というのはいわゆるくみ取り式だと、あれ、業者に払っているのはくみ取り料

だけなんですか。くみ取ったものの処理費は、これは町が払っているという理解でいいん

ですかね。私も、自宅は小型合併浄化槽なんですけれども、それも年に１度、お金を払っ

て、そこの持ち出しとか処理をしていただく。それでもうし尿処理は済んでいるんだと思

ったんですが、それを清掃センターへ持っていって、ℓ当たり払うのは、それは町が払っ

ているという理解で。一般の方のくみ取り式も、単独も合併も浄化槽もとそういうことで

いいのかな、そういう理解ですか。

○議長（谷重幸君） 住民課長。

○住民課長（中西幸生君） お答えします。

谷議員からおっしゃっていただきましたし尿処理費、くみ取りに行きまして、住民さん

から負担していただく費用につきましてはその業者さんに対しての費用でありまして、そ

こからの、それは業者さんに直接、条例で定めておるんですけれども、その金額はあくま

でも業者さんがくみ取りするための手数料ということで住民さんにご負担していただく費

用で、クリーンセンターでの処理費につきましてはまた別の話になりまして、町がクリー

ンセンターでのし尿処理費を行っていると。し尿につきましてはごみと同じで一般廃棄物

に当たりますので、一般廃棄物は町が適切に処理しなければならないということがありま

すので、その観点もありまして、町が負担金を負担している状態です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 同時に聞いたらよかったんですが、今の繁田議員の質問にも関連で

すが、監視カメラの件。何か解像度は十分やに、今の答弁というか、説明にもありました

が、実はこれは今年度のことなので恐縮ですが、ある地区でもそういうことがあって、カ

メラを見ていただいたが、結局それでは全く分からなかったと。ナンバーさえも分からな

かったような事案もちょっと見聞しましたので、約１,０００千円ぐらい払っていまして、

そのあたりは各所全てそこまで分かるような解像度のカメラなんですかね、その確認です。

○議長（谷重幸君） 住民課長。

○住民課長（中西幸生君） お答えします。

解像度につきましては、機械自体は５年リースでお借りしている状態ですけれども、５

年ごとに新しい機械で解像度の高いやつを入れていっております。確かに過去、古い機械

についてはなかなか番号も確認できないときもありました。それでそういう、つけている

意味がなくなってくると思いますので、やはり解像度の高い機械を入れてくれということ

で。ほんで、吉原についてはちょっと不法投棄が多かったところもあったんで、出し間違

いですけれどもちょっと多かったので、１年前倒しで解像度の高い機械をつけて対応した

ところもあります。

谷議員おっしゃっている、今年ちょっと１件あったところですけれども、そこについて

は番号までは分かった、見えました。見えたんですけれども、最終的にそのナンバーがど

このものかはちょっと判明せなんだということがありました。番号までは分かっています。
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以上です。

○議長（谷重幸君） 次に、第５款農林水産業費から第６款商工費について、細部説明を

求めます。

決算書の８５ページから９６ページまでです。産業建設課長。

○産業建設課長（大星好史君） 次に、８５ページから９６ページまでの農林水産業費、

商工費についてご説明申し上げます。

８５ページの農林水産業費の歳出合計額は１億８２，５４０千円で、前年度と比較して

９９，１８１千円、３５．２１％の減少でございます。要因は、水産業費で日高港西川

地区漁船係留施設整備事業費の減少によるものでございます。歳出総額に占める割合は

２．９８％でございます。

農業費の歳出合計額は１億１２，５６１千円で、うち、農業委員会費７，９６１千円は

農業委員会の運営に要した費用でございます。

農業総務費は３１，１７８千円で、職員の人件費以外に、町農業振興研究会への補助、

内川樋門管理助成、有害鳥獣捕獲支援事業等でございます。

８７ページ、農業振興費８，５１３千円は、負担金補助及び交付金で経営所得安定対策

直接支払推進事業、農地活用支援事業、次世代野菜花き産地パワーアップ事業補助金等が

主なものでございます。

農地費６４，９０９千円は、８９ページ、農業集落排水事業特別会計への繰出金

１７，５２４千円や、委託料で農地耕作条件改善事業３，１９０千円、工事請負費での小

規模土地改良事業３，７８２千円、農地耕作条件改善事業３４，８５６千円、負担金補助

及び交付金で若野頭首工改良事業負担金（２期）１，６９９千円などでございます。

林業費、林業総務費４８，５５０千円は、保安林作業員の報酬として６，６９５千円の

ほか、職員の人件費、松くい虫防除事業として薬剤地上散布、樹幹注入、特別伐倒駆除事

業等でございます。

９１ページの水産業費の歳出合計は２１，４２８千円のうち、水産業振興費１４，３０９

千円では、９３ページ、日高港西川地区漁船係留施設整備事業として、委託料１１，６８９

千円、負担金補助及び交付金では漁業研究助成などが主なものでございます。

漁港管理費１３千円は漁港管理に要する経費を支出してございます。

漁港建設費７，０２６千円は、工事請負費での町単独工事６，９９８千円が主なもので

ございます。

美浜町水産業振興基金費８１千円は利子の積立てでございます。

次に、商工費についてご説明申し上げます。

商工費の歳出合計額は１０，７５４千円でございます。前年度と比較して１，００３千

円、８．５３％の減少でございます。要因は、新型コロナウイルス感染対策のため、キャ

ンプ場を閉鎖したことによるものでございます。歳出総額に占める割合は０．１８％でご

ざいます。
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商工費の主なものは、負担金補助及び交付金で町商工会への助成、地場産品活性化事業、

中小企業・小規模企業振興補助金などでございます。

９５ページ、観光費では、潮騒かおる憩いの広場や日高港湾緑地公園等の清掃委託料、

負担金補助及び交付金では、各種協議会への負担金などを支出してございます。

以上で、８５ページから９６ページまでの農林水産業費、商工費の説明を終わります。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。

いいですか。

次に、第７款土木費について細部説明を求めます。

決算書の９５ページから１０４ページまでです。産業建設課長。

○産業建設課長（大星好史君） 次に、９５ページから１０４ページまでの土木費につい

てご説明申し上げます。

９５ページ、土木費の歳出合計額は１億７９，４８８千円で、前年度と比較して１億

１３，７１８千円、３８．７８％の減少でございます。要因は、道路新設改良費で町道吉

原上田井線の完成などにより、社会資本整備総合交付金事業の減少によるものでございま

す。歳出総額に占める割合は２．９３％でございます。

土木管理費、土木総務費は３６，６６４千円で、職員の人件費、各種団体への補助金等

でございます。

９７ページ、道路橋梁費の歳出合計額は５９，７３４千円で、うち、道路橋梁総務費

３，３７１千円は防犯灯の管理等に要した費用でございます。

道路維持費１２，４０４千円は、道路作業員の人件費や道路の維持管理、修繕等に要し

た経費、町単独工事等でございます。

９９ページの道路新設改良費は４３，９５９千円でございます。前年度と比較して１億

２８，９６６千円の減少でございます。主なものは、工事請負費で町単独工事２１，６２２

千円、社会資本整備総合交付金事業１９，５５２千円でございます。

河川海岸費、河川海岸保全費は１，５４６千円で、主なものは、負担金補助及び交付金

で県河川協会や西川河川改修事業推進協議会への補助金などでございます。

１０１ページ、砂防費は８６６千円で、小規模土砂災害対策事業等でございます。

港湾費、港湾管理費８５千円は、各種団体への負担金などでございます。

都市計画費の歳出合計額は７６，８７９千円で、うち、都市計画総務費２，７４６千円

は御坊市と同時進行にて実施している都市計画道路見直し業務等でございます。

下水道費は、公共下水道特別会計への繰出金７４，１３３千円でございます。

住宅費の歳出合計額は３，７１４千円で、うち、住宅管理費１，６８３千円は町営住宅

の管理等に要する費用でございます。

１０３ページ、住宅基金費２，０３１千円は、利子積立金のほかに、町営住宅の大規模

修繕に備え、２，０００千円を積立てしてございます。

以上で、９５ページから１０４ページまでの土木費の説明を終わります。
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○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） １０４ページ、今最後に言われました住宅基金積立金２，０００千

円。これは後の表を見ればあれでしょうけれども、合計もさることながら、結局どれぐら

いまで積み立てるんですかね、お願いします。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、住宅基金条例がございます。住宅基金条例のほうに毎年２，０００千円の積立て

を行っているところでございまして、基金条例の中でも、大規模修繕云々に充てる場合に

ついては処分することができるというふうになってございます。

この積立金についてですが、特に和田のＢ団地とＣ団地、Ｂ団地については平成９年度、

Ｃ団地については平成１４年度に建築のほうをされてございます。この積立てをしていた

経緯についてなんですけれども、和田のＢ団地、Ｃ団地の外壁の塗り替えを行いたいとい

ったところで積立てのほうを行ってきたところでございます。外壁の塗り替えにつきまし

ては、担当課といたしましては、来年度に和田のＢもしくはＣ、特にＢ団地のほうが平成

９年なんで、Ｂ団地の塗り替えのほうを行っていきたいというふうに考えてございます。

今現在の基金残高については２６，２２５千円といったところでございます。この塗り

替え等々については社会資本整備総合交付金というのもございます。その辺については、

今現在、県のほうに申請ということでしているところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） １００ページのところで１５番の工事請負費、今までも出ていま

したですけれども、もう一度ここの町単独工事及び社会資本整備総合交付金事業の内容を

もう少し説明していただけたらなと思います。

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。

○産業建設課長（大星好史君） お答えいたします。

まず、社会資本総合整備交付金の事業でございますけれども、これは町道吉原宮前線改

良工事、松原小学校の東昇降口の前の道路に道路拡幅と歩道を設置した工事でございます

けれども、この分でございます。

次に、施設改良費の工事請負費ということでございますので、計１０件の工事を実施し

ております。各地区から要望いただいた箇所について、１０件の工事を行っているという

ところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 主要施策のほうのところの７７ページですか、ここに道路新設改

良の内容がちょっと示されていたかなと思うんですけれども、今説明にあった社会資本整

備交付金事業というのは１件と考えたらいいんですか。
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それともう一つ、町単独工事、今説明で１０件と言われたんですかね。ここの主要施策

の中では、工事請負費の町単独工事８件で２１，６６２円となってあるんですけれども、

その辺の違いをお聞きしたいと思います。

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。

○産業建設課長（大星好史君） すみません、聞き取りにくい部分がございましたので、

もう一度お願いできませんか。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） １００ページの工事請負費の町単独工事のところが２１，６２２，１００

円となってあって、もう一つの社会資本整備交付金事業が１９，５５０千ということでし

て、先ほどの説明の中では社会資本のほうは２件の説明だったと思うんです。町単独工事

については全体で１０件だったのか、それとも、単独工事の件数はどれだけかということ

と、それから、主要施策の７７ページのところで記録されている中では、社会資本のほう

が２件ということで、町単独工事が８件となってあるんですけれども、ここの金額がちょ

っと違うようなというか、訂正、間違いなのか、そこら辺はちょっとお聞きしたいと思い

ます。

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。

○産業建設課長（大星好史君） まず、町単工事の部分でございます。決算書の中で

２１，６２２，１００円、それが主要施策の成果の中では、令和２年度の部分で２１，６２２

千円ということで、これは同一でございます。申し訳ございません。決算状況の中での町

単工事の中で金額ですけれども、これは単位が千円ということで私のミスでございます。

申し訳ございません。

それと、社会資本整備総合交付金の事業でございますけれども、ここの部分につきまし

ては、令和元年度の繰越しの部分と令和２年度の現年の部分がございますので、その数字、

１９，５５２千円ということでございます。

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。再開は１時３０分です。

午前十一時三十八分休憩

―――・―――

午後一時三〇分再開

○議長（谷重幸君） 再開します。

午前中の産業建設課長の答弁の中で訂正をしたいとの申出がありましたので、発言を許

可します。産業建設課長。

○産業建設課長（大星好史君） 先ほど午前中に森本議員の質問の中で、町単独工事の件

数につきましてのご質問がございました。私の答弁は１０件という答弁でございましたけ

れども、正確には８件の間違いでございます。大変申し訳ございません。

それと、主要施策の成果７７ページにおける訂正です。下段の工事請負工事費の決算状

況（町単独工事）の部分の金額につきまして、２１，６２２円と記載しておりますけれど
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も、これは正確には２１，６２２，１００円の間違いでございます。

その下、合計金額も１９，５７３，６６２円になっておりますけれども、ここも

４１，１７４，１００円でございます。私のミスのためにご迷惑をかけ、大変申し訳ござ

いませんでした。以後、このようなことのないように細心の注意を払います。お許しをい

ただけるのであれば、本日中に資料の修正をいたしたいと思います。大変申し訳ございま

せんでした。

○議長（谷重幸君） 次に、第８款消防費について、細部説明を求めます。

決算書の１０３ページから１０８ページまでです。防災企画課長。

○防災企画課長（太田康之君） 次に、１０３ページから１０８ページまでの消防費につ

いてご説明申し上げます。

１０３ページの消防費の歳出合計額は６億１３，５６０千円でございます。前年度と比

較して、１億９０，１６９千円、４４．９２％の増加でございます。要因は、災害対策費

で継続事業である防災行政無線デジタル化改修事業、上田井地区津波避難施設整備事業に

よるものでございます。消防費の歳出総額に占める割合は１０．０２％でございます。

消防費のうち、非常備消防費８，５０７千円は、消防団活動に要した経費で、消防団員

の報酬、共済費などに支出してございます。

消防施設費３，１１４千円は、主に消防車両の維持管理及び消防資機材の購入に要する

経費でございます。

１０５ページ、災害対策費４億７９，９４６千円は、前年度と比較して２億１，４３５

千円の増加でございます。主なものは、委託料で耐震診断業務委託、上田井地区津波避難

施設実施設計業務、工事請負費は防災行政無線デジタル化改修事業、田井畑地区津波避難

施設建設工事、公有財産購入費では上田井地区津波避難施設建設に伴う用地購入費、備品

購入費で毎年度購入しています災害用備蓄品の購入費、負担金補助及び交付金では各地区

自主防災会活動の支援助成金、古家解体支援事業補助金、耐震設計・改修工事総合型事業

などでございます。

１０７ページの常備消防費１億２１，９９３千円は、日高広域消防事務組合負担金等で

ございます。

以上で、１０３ページから１０８ページまでの消防費の説明を終わります。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 先ほど冒頭に述べられておられました防災行政無線のお話なんで

すが、以前１２月ぐらいに全てのおうちにつくということでお聞きしておりました。ここ

の例えば不聴地区というんですか、聞こえない地区とか、そういうのはもう確認とかは全

てされていますか。行き届いていますかということと、確認とかはされていますかという

この２点お願いします。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（太田康之君） まず、１点目、確認作業ですが、確認はできております。
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それで、入山地区に聞こえないというところが一部あったんですが、そこも解消してご

ざいます。

それと、高齢者に関しましても、６０歳以上の方が住まわれている世帯に限定しますが、

戸別受信機も貸与しております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 決算書では１０８ページのところです、耐震設計・改修工事総合型

事業。過去、何かこの話では設計は多いが、なかなか工事までにはとか、そんな答弁を聞

いたやに記憶をしております。今回でしたら７件で八百十六万何がしということはほぼ限

度いっぱいのこれですよね。１，１６６千円が出ているように思いますので、実際工事を

されたのかなとか、そのあたりやっぱり美浜町は地震、津波には大変弱いと言われており

ますので、工事まで至ったのかどうかということと、それと、ブロック塀。これは要望と

いうか提案に近いんですが、一般質問の中でも町長がお答えいただいたように、僕の言葉

どおりおっしゃっていただいたんですが、町の宝である子どもたち、通学路沿いの整備に

関しては少し割増しをするとか、増額をして補助するとかそんな考えはないのか、この２

点お願いします。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（太田康之君） まず、耐震設計・改修工事総合型事業ですが、これは７

件全て１，１６６千円で実施しております。それで、その内容といたしましては、その建

物に係る補強の設計、それとあるいはそれに、補強のための改修、いや、それじゃなしに、

もう一つは建て替え、その分を含んで７件全てできております。

それと、ブロック塀の関係の上乗せというのは、ちょっとこれは僕が答えるべきではな

いかと思うんですが、担当課とすれば、今のところはこの事業で何とか継続していきたい

と考えております。

以上です。

○議長（谷重幸君） 町長。

○町長（籔内美和子君） 今のご質問にお答えいたします。

担当課長が申していますように、私も今のやり方でやっていけたらと考えております。

というのは、子どもが通る道でも通学路としてやれているかどうかというのがなかなか難

しいところがありまして、今の規定でやっていきたいと思っております。

以上です。

○議長（谷重幸君） いいですか。９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） １０６ページの一番下の古家解体支援事業の件ですけれども、こ

の件で主要施策の１２ページにも書いてくれておりますけれども、前、町長が言われてい

た古民家を再生してどうこうというのと、古家の解体という、そこら辺の境目が難しいと

思うんですけれども、これは新築のために解体をしたんか、それとも、もう何もせんと、
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もうしようがないさか取りのけたんか、そういった件数は大体分かりますか。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（太田康之君） ちょっと細かいところは持っていないのでちょっと言い

にくいところはあるんですが、この古家解体した後に、先ほど谷議員から質問のありまし

た耐震設計・改修工事へという、つながって新築する家庭がほぼ利用されております。中

には、そのまま更地で置いている箇所もあろうかと思います。

以上です。

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。

○９番（繁田拓治君） そしたら、建て替えのために壊すのがほとんどだということです

けれども、区長会からこの古い家をどうにかできへんのかというようなことがよく出るん

ですけれども、ここら辺は町としての見解はどんなもんですか。

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。

○防災企画課長（太田康之君） まず、古家解体なんですが、これは廃屋という前提では

なくての施策であります。ただ、現実、廃屋に近い状態のところも、古家解体事業を使っ

たところもあります。

以上です。

○議長（谷重幸君） 次に、第９款教育費について、細部説明を求めます。

決算書の１０７ページから１２８ページまでです。教育課長。

○教育課長（河合恭生君） 次に、１０７ページから１２８ページまでの教育費について

ご説明申し上げます。

１０７ページの教育費の歳出合計額は４億９３，５４９千円で、前年度と比較して

８９，３３２千円、２２．１０％の増加でございます。歳出総額に占める割合は８．０６％

でございます。

教育総務費の歳出合計額は６７，７２３千円でございます。

教育委員会費は１，４９８千円で、教育委員などの報酬及び教育委員会運営に要した経

費でございます。

事務局費の歳出額５９，０７７千円は、教育長ほか職員の人件費、通学バス運行委託費

１，７７１千円、備品購入費１３，８６０千円は、小・中学校の児童・生徒に１人１台の

学習者用端末の購入費でございます。

１０９ページの教育諸費２，６８５千円では、負担金補助及び交付金として、町教育研

究会４００千円、修学旅行補助４８０千円、総合的な学習補助７００千円、その他各種協

議会等への負担金でございます。

外国青年招致事業費４，４６３千円は、英語指導助手の活動に要した経費でございます。

１１１ページ、小学校費の歳出合計額は９５，０２０千円で、うち、学校管理費

９０，１９３千円は小学校の管理運営に要する経費で、主なものとして、会計年度任用職

員の人件費、使用料及び賃借料はコンピューター借上料１３，１６８千円、工事請負費で
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は和田小学校屋内運動場屋根改修工事２１，０７１千円、校内通信ネットワーク整備事業

１５，４２０千円でございます。

１１３ページの教育振興費４，８２７千円は、教材・教具の購入に要する備品購入費、

準要保護等の扶助費でございます。

中学校費の歳出合計額は４３，７０８千円で、うち、学校管理費４１，５５３千円は、

中学校の管理運営に要する経費で、主なものとして、会計年度任用職員の人件費、使用料

及び賃借料はコンピューター借上料６，５８４千円、工事請負費では松洋中学校職員室空

調設備改修工事２，４３７千円、校内通信ネットワーク整備事業７，７１０千円、負担金

補助及び交付金は部活動助成１，８１４千円等でございます。

１１７ページの教育振興費２，１５５千円は、教材・教具の購入に要する備品購入費、

準要保護等の扶助費でございます。

幼稚園費３，４６１千円は、幼児教育の無償化に伴う私立幼稚園負担金、未移行幼稚園

利用費負担金でございます。

こども園費、ひまわりこども園費１億８２，７５６千円は、職員の人件費、１１９ペー

ジ、需用費は給食の賄材料費１０，４１７千円、委託料ではバス運行委託１，１００千円、

英語教育委託料２９０千円、その他ひまわりこども園の管理運営に要する経費でございま

す。

社会教育費の歳出合計額は４５，９５０千円でございます。

１２１ページ、社会教育総務費１８，７５５千円は、公民館職員の人件費、負担金補助

及び交付金では町婦人会活動補助金１００千円、新成人特別給付金７１０千円などでござ

います。

次に、公民館費は１３，８０５千円で、会計年度任用職員の人件費や管理委託料２，６４２

千円など、公民館の維持管理に要する経費でございます。

１２３ページ、文化振興費６３５千円は、町文化協会、大賀ハス保存会等への補助金な

どでございます。

図書館費１２，７５５千円は、会計年度任用職員の人件費、工事請負費は図書館空調設

備改修工事１，８１２千円、備品購入費では図書購入費５８７千円、その他管理運営に要

する経費でございます。

１２５ページ、保健体育費の歳出合計額は５４，９３１千円でございます。うち、保健

体育総務費は７３４千円で、スポーツ推進委員の報酬、町体育協会大会運営の委託料及び

町体育協会等への補助金など、体育関係事業運営に要した経費でございます。

体育施設費は６，２２１千円で、若もの広場や体育センター、吉原公園など体育施設の

管理に要した経費でございます。

１２７ページの学校給食施設費４７，９７６千円は、学校給食の運営に要した経費でご

ざいます。

以上で、１０７ページから１２８ページまでの教育費の説明を終わります。
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○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） ７番。単純に決算書の１１８ページでの不用額の欄ですが、ひまわ

りこども園費での職員になるのか、給料を職員手当、伴って共済費と、おおむね５，０００

千近くの不用額。１人分なのか何人分なのか分かりませんが、これは何ゆえこんなに多額

に発生して、これはこども園業務に影響が及ぼしてないのかというのが一番危惧している

ところなのでそういう点と、それと、同じくひまわりこども園で主要成果の８３ページで、

ひまわりこども園運営事業という欄のところで、通常保育、条例上は定員が短時間が１６０

名、長時間が１３６名。それがこの３月時点でということは、多分年度の終わりの時点の

ことだと思うんですが、それぞれ２１名と１２４名。４月当初よりまだ２名増えているの

に、最初に言った５，０００千弱の不用額にしては、園児の数は全く変わらず、むしろ増

加しているのに問題なかったのか。

それに関連して、そもそも条例上の定員を見直す時期ではないんですか。多分２号、３

号というと、違うんか、逆か。いずれにしても何か、条例上の定員と現実と、前は一般質

問で人数が少ないとかいうような話もしていましたが、内訳的に問題が出てきているので

はないですか。

以上２点、どうですかね。

○議長（谷重幸君） 教育課長。

○教育課長（河合恭生君） お答えいたします。

１１７、１１８の不用額の関係で、特に例えば給料の不用額といたしまして２，９６８

千円、職員手当等でも１，００８千円でございます。この不用額の発生につきましては、

会計年度任用職員、随時募集をかけてきているところですけれども、結果として２名の方

が予算措置はしておったんですけれども、来てくださらなかったと。そういう点からでご

ざいます。

保育所の園児の数との関係でございますけれども、数少ない保育教諭の方々が協力し合

いながら、何とか１年間終えてきたというところと理解しております。余談ではございま

すけれども、本年度、当初予算で会計年度任用職員、フルタイムで５名の方を予算措置

させていただいているところでございます。町の広報紙、それから、ハローワーク等々で

随時募集を広報しているところでございますけれども、結果といたしまして、その５名の

予算措置しているフルタイムの会計年度職員のうち、今日現在でパートタイムで１名の方

が来てくださっているというところでございます。なので、フルタイムにいたしますと、

４．５人分のまだ募集枠が残っているというような状況で、一方、コロナ等々を踏まえま

して、先生方のいろんな業務、また、細心の注意を持ってやられているところでございま

すけれども、スタッフ的には非常に状況が厳しいというふうに認識しているところでござ

います。

定員の見直しというところにつきましては、ちょっと私、今のところ４月からこっち、

半年たちましたけれども、そのあたりについて、まだ深く考えたところはございませんの
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で、すみませんが、ご答弁のほうは申し訳ございません。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） ７番。今のご答弁で、募集のところがそんなに険しいというか、苦

しいというか。じゃ、でも、そうなると、今年度の話にならざるを得ないんだけれども、

今年度どうこうより、ひまわりこども園自体大変なことになっているんだなと思うんです

けれども大丈夫なんでしょうね。本当、ごめんなさい、議案外にいっちゃって申し訳ない

けれども、そこだけ一つしっかりお答えいただきたい。定員の件はまた別の機会で大丈夫

ですので、そこ、すごく心配なご答弁だったんでいかがですか。

○議長（谷重幸君） 教育課長。

○教育課長（河合恭生君） 厳しい中ででも、職員の方々が協力し合いながら何とかきて

いるというところでございます。ただ、本当に厳しい状況には変わりはございません。こ

の状況が今のところはよかっても、その先どうなるかというところも危惧しているところ

でございますけれども、一日一日、園長先生を筆頭に精いっぱい業務に臨んでいただいて

いるところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ５番、龍神議員。

○５番（龍神初美君） 決算書でいったら、扶助費の準要保護というところになると思い

ますが、主要施策の８２ページの就学奨励事業のところです。準要保護児童生徒就学援助

費のところなんですけれども、ここを見ておりますと、一番下に小学校への入学前支給と

して、３月に５１，０６０円、１名を援助したとありました。そしたら、この人は１人、

３月だったんですけれども、ほかの人たちは一体いつ支給になりましたか、何人かおる中

で、お願いします。

○議長（谷重幸君） 教育課長。

○教育課長（河合恭生君） 新入学の学用品の関係でございますけれども、令和３年４月

から小学校へ通われる方、それから、中学校に通われる方につきましては、令和２年度の

予算をもって、中学生では６０千円の８名分、小学生の方には５１，０６０円ですか、入

学前に支給させていただいていると、そのような結果でございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） 次に、第１０款公債費から末尾の財産に関する調書までについて、

細部説明を求めます。

決算書の１２７ページから１３５ページまでです。総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） 次に、１２７ページから末尾までの公債費、災害復旧費、

予備費、実質収支に関する調書、財産に関する調書についてご説明申し上げます。

公債費の歳出総額は３億１９，６７７千円で、前年度と比較して１１，１１２千円、

３．６０％の増加でございます。歳出総額に占める割合は５．２２％でございます。
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１２９ページの公債費は、元金償還金３億３，９９０千円、利子償還金１５，６８６千

円でございます。

災害復旧費の歳出総額は１５，８２０千円で、歳出総額に占める割合は０．２６％でご

ざいます。入山周囲１号線災害復旧に伴う測量設計委託と復旧工事費でございます。

次に、予備費からの充当は５９８千円で、内訳は、今池を利用した農業用水路の土管が

詰まって雨水等が排水されず、付近の住宅の玄関まで水が入ってくることにより、土管内

の調査を実施するための費用として１９０千円、新型コロナウイルス感染拡大防止対策に

伴う海岸等を封鎖する費用として４０７千円の支払いに充当してございます。

１３１ページに実質収支に関する調書、１３２ページ以降に財産に関する調書を添付し

ておりますのでご覧いただきたいと存じます。

財産に関する調書の内訳につきましては、別冊の決算資料にとじてございます。

以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） 最後に締めくくりの総括質疑を行います。ただし、１人１回限りと

します。７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） ２点だけ。早く言わんとすぐありませんと言われるからな。

歳出決算倍率の妥当的数値をどれぐらいとお考えですか。ただし、令和２年度は例外と

してお答えいただけたらと思います。

もう一点は、総括的に六十二億数千万の予算を振り返って、今回でしたら何か未執行額、

また不用額も１億１０，０００千等の項目も含めた総括をお願いしたい。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、歳出決算倍率についてでございます。そちらにつきましては決算資料がございま

す。決算資料の１０ページに掲載のほうをしてございます。過去５年間でいきますと、平成

２７年度１７０．０７％、平成２８年度１７７．８３％、平成２９年度が１７９．１９％、

平成３０年が１７３．３７％、令和元年度が１７２．６３、令和２年度が２５５．３４％

となってございます。

この歳出決算倍率というのは、よく言われているのが投資的経費、投資的事業に消極的

な団体ほど倍率が低くて、逆に積極的な団体ほど倍率が高くなるというふうに言われてお

りますが、なかなかここ、県からの調査等々、また町のそういった財政指標とかではあま

り歳出の決算倍率というのは使わないといった状況でございます。

この指標について何％が適当なのかといったことですけれども、あまりこの指数という

のが決まりがないといった状況でございます。

続いて、不用額についてでございます。不用額につきましては、令和２年度につい

ては１億１３，０００千円程度、令和元年度は１億２８，０００千程度、３年度が１億
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５，６００千円、平成２９年度が１億、２８年度が１億１０，０００千円と１億円ちょい

ぐらいで推移しているところでございます。特に令和２年度については、やはりふるさと

納税の返礼品、その辺の関係で不用額が多く出ているといった状況でございます。

不用額については、なかなか予算、決算といったところで大きな事業に対してはどうし

ても不用額が出るところも多々あると思います。当町では１億円前後が妥当ではないかと

いったところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。

○７番（谷進介君） 個別にはそんな数字、答弁いただいてありがたかったんですが、そ

れも含めて、要はこの六十二億数千万の予算をやり切ったというのか、やり切れたという

のか、僕は見たことのない数字なので、多分ここまでの数字はなかったんだろうなと記憶

に思うんですけれども。そんなことをして、要はこの令和２年度１年間は後半からでしょ

うが、７月、８月ぐらいからか、業務としては大変だったろうというのもありますので、

そんなことを含めて、すべからず令和２年度の総決算という意味で総括をお願いしたんで

すけれども、再度ないですかね、個別具体的なことではなく。町長にお答えいただけたら

一番うれしいんですけれども。

○議長（谷重幸君） 町長。

○町長（籔内美和子君） 谷議員にお答えいたします。

本当にこの６６億の大きな予算、職員も頑張って、歳出に向けて、いろんな業務を遂行

してまいりました。ふるさと納税の１０億もあったということで伸びているわけなんです

が、コロナのこともそうですし、職員には大変な思いをしていただきまして、私としまし

ては本当によく頑張っていただいたということでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。

○８番（森本敏弘君） 一つお伺いしたいところは人件費のことについてなんですけれど

も、令和２年度の決算資料の１３ページのところを見まして、令和２年度の人件費が昨年

までと比較すると随分と大きい形になっていますが、その中でも、会計年度職員さんの部

分のところで多いという状況ですけれども、ここのこの額と、それから職員数の関係がど

ういうふうなものなのかと。フルタイムの形で採用されている、働いているというふうに

考えたときに、この令和２年度の額と、それから令和１年、昨年と比べたときに全体の職

員数の状況でいうたら違いは、職員数のほうはどういうふうな比較ができるのかというこ

とと、今後、この人件費の形でいくと一層行革していくような感じも見受けられるんです

けれども、その辺のところの予測として、どういうふうに思われているのか。

また、先ほどの採用人数の厳しい状況の業務のところもありましたが、それをどうして

いくかという解決のところで、会計年度任用職員として採用するのか、正式なというか、

正規雇用して入れるのかということで大分違いはあるかと思うんですけれども、そういっ
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たところで、今後の採用方向について、どういうふうに考えられているかありましたらお

願いしたい。

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。

まず、決算資料の１３ページのところに、令和２年度の人件費の総額が７億６６，７７９

千円というふうになってございます。そのうち、令和２年度から会計年度任用職員が導入

されまして、パートとフルとに分かれるわけなんですけれども、その中でパートの職員の

人件費が２１，９１６千円、フルの職員の人件費が７９，８９７千円といったところでご

ざいます。

正職員の職員数についてなんですけれども、あくまで今現在、今現在というか、定員管

理計画というのを策定しておりまして、それに基づいて職員の採用を行っているといった

ところでございます。令和３年度の定員管理計画の職員数については９２名といったとこ

ろなんですけれども、実際の職員数については８９名、３名の減となっているところでご

ざいます。

そしたら、会計年度任用職員の職員数についてですが、今現在で申し上げますとフルタ

イムで３８名、パートで４０名といったところで約８０名弱が会計年度任用職員となって

いるといったところでございまして、会計年度任用職員にもいろいろ職種がございます。

そういった中で、正職員が育休に入ったとか、休職に入ったとかそういった場合に補充す

るケースとか、公民館とか図書館とか、ひまわりのこども園とか、そういったところで正

職員の補充というか、ずっと会計年度任用職員、保安林の作業員さんとかそういった方々

もそうなんですけれども、そういったことで雇用をしているといったケースもございます。

今後の人件費については、会計年度任用職員制度ができたことに伴いまして、やはり職

員の待遇というか、給料面とかも上がってきております。制度から言いますと、今までは

退職金が出なかったのが退職金も出ますし、それとボーナスについても、期末手当につい

ては職員と同じといった率になっております。それ以外にも、各種手当関係についても優

遇されているところがあると思います。そういったことの中で、人件費というのはちょっ

と膨らんでいくのかなというふうに考えているところでございます。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） 町長にお伺いします。ここ１０年ぐらいで財政調整基金は２倍ぐ

らいの、職員さんのおかげでなりました。この１４億８０，０００千、今後どんな使い方

をされるのがいいと思われますか。今後の展望をお聞かせください。

○議長（谷重幸君） 町長。

○町長（籔内美和子君） 北村議員にお答えいたします。

本当に皆さんのおかげでふるさと納税も１０億を超えて、財調も１４億という形で残っ

ております。こうなりましたので、やはり今年度の予算のときに、やはり査定のときに、
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今までの査定と違いまして、今までできてこなかったことができるようになってきた。や

っぱりお金があるということは一番大事やなというふうに思いました。皆さんから頂いて

いるのでやはり大事に使っていただかないと、これはふるさと納税だけで財調が積んでい

っているわけじゃないので、もともと皆さんからお預かりしたやつが残ってきて、こうい

うふうになってきた。私はいつでも、１０億円なかったら、今後大きな大災害が来たら、

何か必要なことがあったらいけないので、それぐらいは必要やというふうに言い続けてき

ました。やっと事業が今まで止まっていたものもできるようになって、ふるさと納税も増

えてきて、やはり必要なところにそれを今後入れていきたいなと思っていますので、各課

から出てきた優先順位といいますか、大事なところへ使っていきたいなというふうに考え

ております。

でも、たまったからすぐに使うというような、そこはあまり使いたくないなというふう

には思っているんですけれども、とにかく大切なところに優先順位として使っていきたい

というふうに考えております。

以上です。

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。

○４番（北村龍二君） ありがとうございます。町長のおっしゃる大切なところというの

は具体的に、今使わんでも結構です。将来使うんであれば、今町長が一番思っておられる、

使ってみたいなというところがあればお願いします。

○議長（谷重幸君） 町長。

○町長（籔内美和子君） お答えいたします。

やはり将来ある子どもたちのために何かやっていきたいなというふうには思っておりま

す。

以上です。

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

○議員 「ありません」

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。

これから採決します。この採決は起立によって行います。

この決算を認定することに賛成の方は起立願います。

○議員 （起立多数）

○議長（谷重幸君） 起立多数です。したがって、認定第１号 令和２年度美浜町一般会

計歳入歳出決算認定については、認定することに決定しました。

以上で、本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。

午後二時十五分散会

再開は明日１７日、午前９時です。

お疲れさまでした。


